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・透明性の向上に努力する  ○  
 ・地元リーダーとの事前調整
をする 
  ○ ・専門家の助言を求める  ○  
 参 加 者
探索 
・招集者の特定をする  ○  ・相互利益の最大化のための
検討作業をする 
 ○  
・アセスメントを作成する  ○  ・進捗に合わせて議題を修正
する 
 ○  
  ・ステークホルダーの利害・
関心を整理する 






















○   
・参加者の相互補完性を認識
する 
○   ・実行可能性を意識する（技
術・コスト面・周囲の賛同） 
○   
 ・ステークホルダーを巻き込
む 
 ○  参加者
のやる
気生成 




・問題意識の植え付けをする   ○ ・社会的注目度を高める ○   
・情報提供・戦略を支援する   ○ ・新たなプログラムを開始す
る 
○   
 ・参加のルールを決める  ○  ・担い手の人材育成をする ○   
 ・取り組みのプロセスの中身
を文書として作成し共有する 




○   
 ・複数の重層的場を設定する ○   ・偶然の活動を協働プロジェ
クトに結び付ける 
○   






○   
・参加者の情報共有，意味形
成を支援する 
○   ・地元の決定であることを固
守する 
  ○











○   
 ・委員会の設定をする   ○ 合意の
達成 
・共通利益の最大化を図る  ○  
 ・事務局運営をする   ○ ・パッケージ案（合意案）の
作成 
○ ○  












 ○  
・参加者にアジェンダを認識
させる 




○   






































































○ ○ ○ 
 地元リーダーとの
事前調整をする 





× ○ × 
 アセスメントを作
成する 























































































○ ○ × 
参加者
の特定 
夢を描く ○ × × 
信頼性を見極める ○ × × 
参加者の意識・意
欲を醸成する 
× ○ × 
参加者の相互補完
性を認識する 
○ ○ × 
ステークホルダー
を巻き込む 






○ ○ ○ 
情報提供・戦略を
支援する 
○ ○ ○ 
参加のルールを決
める 




× ○ × 
複数の重層的場を
設定する 
× ○ × 
複数の場に橋かけ
する 









〇 ○ ○ 
委員会を設定する × ○ × 







〇 〇 ○ 
 参加者にアジェン
ダを認識させる 
〇 〇 〇 
 公式の場での発言
を誘導する 
○ ○ × 
 フィールドでの気
づきを誘導する 
































































× ○ × 
専門家の助言を求
める 




○ ○ ○ 
進捗に合わせて議
題を修正する 





○ ○ ○ 






○ ○ ○ 
 実行可能性を意識
する 






○ ○ ○ 
社会的注目度を高
める 
○ ○ × 
 新たなプログラム
を開始する 
○ ○ ○ 
 担い手の人材育成
をする 

















× ○ × 
地元の決定である
ことを固守する 



















○ ○ ○ 
 パッケージ案（合
意案）の作成 
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A STUDY ON FUNCTION OF PROFESSIONAL COORDINATOR  
FOR REVITALIZATION OF COMMUNITY  
USING THE METHOD OF PROFILES OF PRACTITIONERS 
 
Mariko SAKAMOTO, Hideo YAMANAKA and Toshiaki SAWADA 
 
The collaboration between residents, local government and professionals is said to be an important is-
sue for revitalization of community. Although, it is inevitable for the projects of revitalization of commu-
nity to adopt a collaborative approach with getting local government and coordination experts' support, 
confusions in partnership sometimes occur due to the lack of continuous or effective professional coordi-
nation. The aim of this study is to clarify rolls of professional coordinator in forming collaborative activi-
ty using a method of profile of practitioners proposed by John Forester, by analyzing profiles of five prac-
titioners whose position of collaboration or professional expertise are different. As a result, All practition-
ers had the some actions for the objectives of collaborative approach listed by the authors, but there action 
for each is not the same style and depends on their role. 
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